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・各学年で歌唱の技能に関して、基礎的な内容を掲載して無理なく技能を身に付け
るための工夫があり、「学びのユニット」において、学びのねらいやどのような活動
なのかが分かりやすくまとめられている。

・各学年で歌唱の技能に関して基礎的な内容を掲載して無理なく技能を身に付ける
ための工夫があり、学習のポイントやヒント、話し合いの例等を参考にし、主体的に
学ぶことができる。

・歌唱教材の一部や鑑賞教材には、「話し合おう」という自分の考えをまとめたり交
流したりできるワークシートがあり、また、創作には具体的な手順が示され、生徒の
思考をどのように生かすのかが分かるように工夫されている。
・「何が同じで、何が違う？」のページでは、音楽文化の多様性に気付かせることが
できる。

・歌唱教材と鑑賞教材の「深めよう！音楽」というコーナーや創作では、具体的な手
順に沿って学習を進めることができるように工夫されている。
・巻頭や、「音楽って何だろう」のページ等で、音楽的な見方・考え方やより幅広い価
値観を養うことができる。

・昔からの名曲以外にも生徒が知っている現代映画の主題歌を掲載したり、コン
ピュータと音楽の関わりについて記述したりするなど、時代に即したものになってい
る。

・昔から伝わっている名曲以外にも現代映画の主題歌など生徒になじみがある作
品を多く掲載し、生徒が興味・関心をもてるようにしている。

・それぞれの国や地域の音楽文化を尊重し、平和や公正を訴える歌詞がある教材
を採用している。

・それぞれの国や地域の音楽文化を尊重して編集しており、特に第２・３学年の下
巻では「生活や社会の中の音楽」で、音楽教育とＳＤＧｓとの関わりについて具体的
に取り上げている。

・「楽典」が折込みになっており、必要なときに参照しながら学習することができる。
・巻頭に共通教材や作曲者に関して理解を深める資料があり、音楽を愛好したり音
楽に親しみ尊重したりする心情を育むことができるようになっている。

・「音楽の約束」のページで学習する内容の楽典がまとめられており、必要なときに
自分で調べて学習することができる。
・巻頭や、「音楽って何だろう」のページ等で、音楽的な見方・考え方やより幅広い価
値観を養うことができる。

・伝統文化や郷土を大切にする視点をもち、多様な考え方や価値観を尊重しながら
学ぶことができる。

・伝統文化や郷土を大切にする視点をもち、多様な考え方や価値観を尊重しながら
学ぶことができる。
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調査の観点

（１）生徒が主体的に学習を進めやすい
ような便宜が図られているか。

（２）多摩市という地域の実態に即してい
るか。
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（１）基礎・基本の確実な定着に関する配
慮や工夫がなされているか。

（２）課題解決のために必要な思考力や
判断力、表現力等を育成することに関す
る配慮や工夫がなされているか。

（３）資料が精選され、その内容が時代
に即応したものになっているか。

（４）持続可能な社会づくりに向けた教
育・ＥＳＤの視点が取り入れられている
か。


